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一人暮らしの生活も五日目を迎えた｡明日になれ

そろ

ば家族が揃い､またいつもの夏の日々にもどる｡予定していた仕事は半分そこそこだけれど､まあこんなところかもしれない､と自分で慰める｡それにしても､やっぱり一人でいればそれだけのことはある､などというのは勝手を言い分だろうか｡もうあと一週間あれば､なんて言ったらバチ当たりだろうけれど｡

とみこ

五年間､｢明星｣の歌人山川登美子の歌を｢明星｣

m耳吉事,

事があって､お互いに電話もこない-らいの静か

ミミ嘉一な藷で集中できれば､と思ったらしい｡でも､
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二人でこもって仕事になるかどうか-‥ ｡それに､八年近-使ったワープロの登録機能が壊れてしま

の誌面にたどってゆ-作業をしてきた:｣の夏はその仕上げをつもりで､できればまとまった時間がほしかった｡中学二年のが陸上部の合宿に行っている間は､絶好のチャンスである｡貴六日間で､夏休みに入る前からわたしは心中秘かにわくわ-したo親切な連れ合いは､自分のためだけに女房が食事の支度をのに気兼ねして､｢二人でどこか涼しいところにこもろう｣など案してくれた｡連れ合い白身もその間に一気にやってしまいた

いとすて重息すg軍事" 

仕堪るいな子る 剌ﾍ子､ / ● 

まてのよのプ 刪鼈鼈熙､′ 

すいあう縞だロ ��
なたるな姫｡ ��

かoこ時し行コ ��
つでと期たきピ �� 

たもがだこ先ー ��ヽ∴十 一｢霞- 
〇､嬉つろは機 ��

警Eo,くio.小こ枕彼を家日､ 
作たてわた淵言まのひで下 るめ､たし沢善で方とすパ思 

よに片しか(車がりるソい 
うひっは連長に仕にはコ切 
にと端とれ野横車しかンつ 
なりかい合)みにてなはて 
つにらえいに込必ちいまパ 

てし読ははあん要よ○だソ 
五てん､最るでなうそ買コ 

ンに切り替えたばかり｡ノっていないから､わたしはこで　｢お願いだからわたしだい｣ということになり､荷物をまとめ､自分のワ-
､出ていったという次第な

弟の別荘である｡初の評論集を準備している家のなかにた-さんの歌集ではせっせと歌を作りためほしいなどという発想は､年ほどたっていたろうか｡



古典文学が好きで､専攻は中古の物語だったが､もうそろそろ卒

みぷのただみね

論の準備をというころ､気ままに　『古今集』を読んでいて壬生忠峯のこんな一首にであった｡

かすがのゆきま
番日野の雪間をわけておひいで-る革のはっかに見えし君はも

細かいことを抜きにしていうと､この歌を読んだとたん､わたし

lま

は歌という型式の見事さに惚れ込んでしまったことになる｡歌のスタイルに初めて触れたわけではないのに､このときばかりは庄倒されるような思いで､自分でも歌を作りたいと直結してしまったらしい｡とにかく｢はっかに見えし君はも｣というフレーズが'わたし好みの古風な言い回しで一読気に入ってしまった｡そして古風でありながら､現代人の恋の情と全-変わることのない一瞬の思いを､これ以上ないほど簡潔に示していて､二十代はじめの心理をいた-刺激したことはたしかだった｡ざらにへ　これだけの凝縮された詠嘆を引き出すために置かれているそこまでの叙述は､春日野の雪を割ってほんのちょっぴり顔を見せた若菜の緑の愛らしさの形容だけだ｡

じょことげ

いわばその鮮やかさを象徴的に添えたかたちである｡序詞などと呼ばれる和歌の技法の詳細などはさておき､歌という詩のもつ不思議な力､歌のなかに置かれたことばが発揮する美しきに､わたしは心底感服してしまった｡

それから､手当たり次第に歌にしたててゆ-毎日が始まる｡美し

い歌など最初からできようはずもな-､また古典から出発しているだけに､現代短歌というものをわたしは全-知らない｡にもかかわらず､卒論にかける時間より歌を考えている時間の方が断然多いう

えに､なんといっても楽しかった｡新聞歌壇に投稿していたのもその後一年ほどの間のことである｡熱中するうちに､これは一生ものであると思い始めた｡就職のことなどあまり真剣に考えていなかったのにへ　そうとなったら教員がいいと頭から決めてしまうところがおかし-もある｡学校という職場なら､短歌なんぞをいじっているのにそうかけ離れた世界ではない､とたしか考えたのだった｡

もちろんそんなのは甘い考えだったに違いないが､結局勤め先に

なった都立高校の定時制は､定時制ということ自体が自分には目新しくて､また同僚には詩人やら俳人やら演劇通やら　『太平記』　の梶威やら､利殖の天才も含めて何か妙に活気があり､自分の目指すことをするという点で､けっこう触発された｡そうこうするうちに出

さいぐさたかゆき

会って結婚した三枝昂之も偶然ながら都立定時制の教員だったから､同じ時間帯で勤めに出ながら家ではともども歌にエネルギーを傾けるというスタイルが新婚後の日常として定着した｡歌をつづけたい
一心で教師になったわたしにしてみれば､願ってもないスタートだったと田いう｡

かずひろ

三枝と永田和宏は歌を通しての親友で､結婚後もよ-行き来があ

った｡わたしは結婚することになって初めて　『森のやうに獣のやう

かねのゆうこ

に』　の著者として遠-憧れていた河野裕子とことばを交わすようになったのだけれど､わたしたちが一緒に暮らすようになってしばらくしたころ､河野が電話でわたしに言ったものだ｡｢二人で歌作るってしんどいわよね､え｡結婚したぽっかりのころは永田も何首できた

ぐち

の-　なんて言いながら玄関入ってきたりしたけれど｣｡愚痴とものろけともつかないようなつぶやきだった｡本誌のこのコーナーで､永田和宏が｢河野との戦争のような｣と家庭空清を振り返っていた
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が､あながち大けさでもないのだろう｡

わが家はこいえば､年齢も開いていたし､彼の方はすでに短歌を

身近に引き寄せて二十年近-､短歌雑誌の仕事もコンスタントにこなしていた｡どちらかといえば､わたしは教えてもらう立場だから､対等にやりあうなんてレベルではなかったというのが本当のところだ｡それでも､当時から､よ-意見は求められた｡お互いに原稿の最初の読者になるという習慣はそのころからのもの｡歌は短いだけに､切りつめた表現のなかで作者の意図が通るものかどうかが決め手だが､それは第三者の目で見る方が確実である｡文章にせよ､意の通りに-さなどは､本人では見過ごすことも少な-ない｡

ちょっと恥ずかしい言い方だが､ものを書-ことについては､わ

たしは三枝に相当鍛えてもらったと思っている｡昭和五十四年'というと結婚した翌年だったが､角川短歌賞をいただいた｡そうなると短歌雑誌などに何か書-機会も出て-る｡エッセイでも書評でも小さな論評でも､そのころはかなり緊張してえら-時間がかかった｡やっと書いたものを読んでもらう｡彼の部屋に持っていって､最初

あき

のひとことを待っているときの気分は呆れるほど悲観的で落ち着かなかった　(これは今でもそう変わりがない)｡

彼もまたヤケに厳密なところがあって､ダメなものはダメという

ところがはっきりしている｡そうすると彼がワンというまで書き直すわけだ｡締め切りに間に合わないなどと泣きついても､恥かいていいなら出せ､という返事｡でもそのかわり､わたしが歌のことで苦労しているときは､家事の面でどんなに手を抜いても文句は一切ない｡むしろ家事なんてほったらかしで女房が歌に関わっている-らいの方が嬉しいらしい､という少し変わった亭主である｡

こどもが小さい間はさすがにずいぶん消耗したが､その子が小学
校に入るとき､思い切って高校の教員をやめた｡学校関係の人は､

けげん

やっとラクになるところまで来たのにどうして-　と誰もが怪訝な顔をしたけれど､わたしとしては単純にもう少し歌の時間がほしかっただけの話なのだ｡そういう､世間では理解の及ばないようなことも､夫だけは全-反対しなかった｡

山川登美子の歌について､書き継いでみようと思ったのは､家に

ある｢明星｣　の復刻版を役立てたかったからでもあった｡結婚して五年-らいのころ､三枝が買おうと言い出し､手に入れたものだ｡ちょっと大きい買い物だったけれどへ　それまでは国会図書館に行って見ていたのだから､わたしに異存あるはずがない｡平成四年にわれわれの仲間で新しい短歌雑誌を出そうということになり､一定量の課題を与えられたとき'すぐに山川登美子という主題が浮かんだ｡歌集ではな-雑誌に初出のかたちで一首一首を追うということが'

かな

登美子の歌の流れを見るうえでも理に適い､家にどーんと揃っている｢明星｣を活用することにもなるという発想は､ご-自然なものだった｡わたしにとって三枝は､どこか仕掛け人の顔をしている｡

わたしが歌に親しむようになってからと､結婚してからとは数年

の開きしかないのだし､話題の範囲が同じだから､歌と連れ合いとは意識のなかでどうしても重なる部分が多い｡彼の方は相変わらずマイペースだけれど､しかし　｢このごろ年齢差を感じな-なりまして--｣などと言っているのをつい最近耳にした｡あれは｢このごろ対等な口をき-ようになりまして--｣　ってことじゃないかとわたしは思っている｡だんだん態度がデカ-なってきたということだろう｡それが歌詠みとして､といえるものであるならば､これまで
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自選歌五首直筆

'80年､ ｢現代短歌シンポジウム壷蔓本｣懇親会で｡

左から阿木洋美氏､筆者､三枝昂之氏､伊藤一彦氏｡

今野寿美
(こんの･すみ)

昭和27年､東京都生まれ｡

同54年､ ｢午後の章｣五十首で角川短歌賞受賞｡

平成4年､三枝昂之たちと｢りとむ｣創刊｡

歌集に｢花絆｣ ｢星刈り｣ r世紀末の桃｣ (現代短歌女流賞受賞)
｢若妻詫言｢鳥彦』など｡

短歌鑑賞書に『馬場あき子』 『恋に揺れる野の花々』などがある｡

･刀_1

のこともまずまず甲斐があったということになるだろうか｡

どうせなら､そう思っておこう｡
いちにん一人はなほよしともに歌思ふ二人あるこそ楽し苦しさ少年におはぐろとんぼ語るとききみ延へらする甲斐の水ニッポニア･ニッポン絶えてああ皐月生まれ変はつてもあなたであるか
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"89年､現代短歌女流賞授賞式で｡塚本邦雄氏と｡
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